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　～i5年度より事業謝・1顛が見なおしされま1す～　野P嬢・

『陶に薬屡さんがオープンします講
　～保健センター脇に調翔薬馬ができます～　勧P5

ギ第肇回一卜臓購広域圏合併優意協議会開催講

　～津薄町を除く5晦町村で設立～　墾P6

ギ都会っ子達の雲国体験」
　～嫡玉県触須衛のノ1摩生130人が雪を体験～鯉U

ギ今シーズンもスキーで大活躍講
　～インターハイ・全中へ貧人綴場～　野P葺
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おめでた（出生）
な　な

奈々ちゃん　　樋口幸宏・清美さん
　　　　　　　　　　　湯　出（弥えん〉

おくやみ（死亡）

小野塚榮太郎さん　57歳　東　濁伽満露屋〉

佐藤　彦平さん
昭邊　ハルさん
樋獄　ミヨさん
佐藤　スミさん
相澤　　進さん
村磁　千代さん
紹中シヅエさん

小林　ミサさん
由岸　松三さん

95歳　中立出（繭〉

92歳　松之山（後〉

85歳　中　麗（磁中〉
86歳　　藤　　倉　（」王法寺〉

74歳　小　谷（箱や〉
88歳　　松之郵嚢　（武蔵差藍）

83歳　坂　中（中子親家）

97歳　湯　由（五郎畜〉

58歳光問（大、ヒ）

＊捻月蝦から王2月3囎までの届繊分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届鵡の蒔

　に窓口にお謡ください。

四②麟蔭
　　　　　王2月3工鷺現薮

総人1二1　3，096人〈一5〉

　　男！，502人（一3〉

　　女　王，594入（一2）

世帯数　1，鐙2戸（＋i〉

　　　　（〉内は醜月との比較

　町民憲章　昭騰欄定
　わたしたちは松之山町践です。郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう．

町民の合露葉

三、美しい緑と零の中で

　　　　　　心豊かな人になろう
／、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　連体の心をもとう
1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　翻造のカを蕩めよう

修＠麟ひシ艶⑨曇
　　　　　　　　　　　　　　　松羅保奮筋　箏さぎ総

　　　　　　　　　し縫　　偲職鰻　　・　爵聰撫き測軽，

む　　　　ヤ　　　ゆ　あ

わたしご轟ちゃれ（ゴ窃⑨さ：れ亡1

各φぢちゃれご、おεれ霞ひっこ

べOべO‡や》ヂイー食べこる亡2ろ。

漁　　轍

さとうかけるくん
（天水越・朝9麗）

たきざわゆいさん
　（芙水越・小坂）

　　　　　　　　　．．讐灘鍵磐

懇聯，〆，羅

ぽ（（じ窃⑤されご窃ち｛憲爆をザしこ

藩h．そ｝し、るご2ろ。

窃⑤εれ游れ乙（れるガらだんひ窃き。

磯鐙織愚鋳灘曝麟鱒韓懸轡磯藤鱒働鐘趣鋳魯鍛懸盛魯鞭麟鯉癖愚麟曝懸

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘぼ　ド

～

♪　温泉定傭
／　　　　温象セン9－l

／4醤細週欄ミ

　　　　　　　　　　　
灘晦
獅

達2！20松之山像膏勝にて

醗
　　　膿畷けましておめでとうござい豪す。今隼も講題購

　　　載σ）広報を籍搬し豪すα）でご愛談をお顯いします・

纏族行談売醸版被が艶催した事にっぼん澱県邊産鐙恥に訟之慮

濃泉が選ぱれ家した。食醐3千余りの温衆の中から、効能や歴鰹姓・

地域振興に集たす役翻などの基準か詳紛0籔駈を選ぶものです・

磯こんないいお湯に漫れてしあ零）せli　　　　　　（中編》

町の編祉事業にと審付をいただきました。ありがとうございました。

　　　◇株式会雑クq一バフォー（頸函町〉様
　　　　金壕0万円（会社麟立5周隼記念として〉
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　14年分の確定申吉が始まります。準備は進んでいますでしょうか？

　所得税は、自分の所得の状溌をもっともよく知っているみなさ

ん霞身が、税法に従って自分の所得と税額を計算し、期限内に申竃・

納税するというヂ申告納税制度」を採用しています。確定串告書は

ご自分で正しく作成し、皐めの提出を心がけましょう。

搬
麟
灘
灘
簿
鵜
轡
耀
曝
豫
襲
霧
誘
講
竃

0
次
に
該
当
す
る
方
は
確
定
串
告
が
必
要
な
人
で
す

①
事
業
や
不
動
産
収
入
・
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
入

　
で
、
平
成
選
年
中
の
所
得
金
額
が
各
種
勝
得
控
除

　
（
例
え
ば
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合
計
金
額
を
越
え

　
る
と
き
（
税
額
が
出
る
場
合
で
す
）

②
給
与
の
収
入
が
二
千
万
円
を
超
え
る
と
き

③
給
与
や
退
職
所
得
以
外
に
、
二
十
万
円
を
超
え
る

所
得
く
例
え
ば
農
業
所
得
な
ど
）
が
あ
る
と
き

④
給
与
を
ニ
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
場
合

臼
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
を
牢
皆
す
る
場
合
は
、

そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記

載
し
た
門
収
支
内
訳
書
」
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

O
次
に
該
当
す
る
人
が
確
定
申
吉
を
す
る
と
、
す
で

　
に
納
め
た
税
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
戻
っ
て

　
き
ま
す
。

①
住
宅
を
ロ
…
ン
な
ど
の
借
入
金
を
利
期
し
て
取

　
得
し
た
人

②
多
額
の
匿
療
費
（
自
己
負
麹
分
）
を
支
払
っ
た
人

　
漸
得
金
額
が
二
欝
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
金

　
額
の
5
％
を
越
え
た
分

　
所
得
金
額
が
二
醤
万
鰐
以
上
の
場
舎
は
憩
万
円

　
を
超
え
た
分

③
年
の
途
申
で
退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職
し
て
い
な

　
い
人

④
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
入

⑤
出
稼
ぎ
な
ど
で
、
勤
務
先
の
給
料
か
ら
勝
得
税
を

　
納
め
て
い
る
場
合

☆
確
定
串
管
を
さ
れ
た
方
は
省
略
さ
れ
ま
す
。

0
住
民
税
は
、
あ
な
た
が
住
ん
で
い
る
藥
や
町
に
対

し
て
納
め
る
税
金
で
す
。
今
回
串
憲
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
次
の
人
で
す
。

　
一
月
一
目
現
荏
で
松
之
由
町
に
儒
所
が
あ
る
人
で
、

平
成
拠
年
申
に
何
ら
か
の
所
得
の
あ
っ
た
人
が
対

象
で
す
、
摩
轡
が
必
要
な
方
に
は
集
落
総
代
を
通
じ

て
の
案
内
を
差
し
烹
げ
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

謙，！、懸、欝灘塞難織
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役
場
が
行
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』
納
税
相
談
の
R
程
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会場 松之鐵購役場2階

期臼 2月㌶臼（月〉から

時間 午醜9時から午後4時まで

叢鍵蕩縫纐蓼議購嚢難灘蒙灘1鱗懸

盤
鑓
㎜
税
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鐵
撚
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顯
雛
錘
鵜
譲
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鋸
懸
羅
鎌
麟
懸
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麟

護
灘
灘
饗
鑛
懇
議
灘
燃
懇
懸
撚
、

叢
雛
灘
欝
幾
灘
綾
欝
税
灘
．

繍
雛
麟
醗
穰
縫
嚢
叢
羅
鍵
繋
p

懸
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
灘
鑛

醸
灘
醸
寓
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
コ
ン
ク
璽
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
羅
欝

高
照
税
務
駈
管
内
の
中
・
高
校
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
．
税

に
醐
す
る
標
語
と
作
文
コ
ン
ク
…
ル
の
入
選
者
発
表
と
表
彰
式
が
η

月
繍
撫
、
上
越
市
内
の
高
陽
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
之
鶏
中
学

校
で
は
標
語
の
部
で
2
隼
の
相
沢
灘
美
さ
ん
が
噌
関
東
傭
越
園
税
局

競翻み耀暮凝r櫨ま

　　　　　　　　松之山中学校2葎相沢稲美さん

◎◎◎の◎㊥㊤の儲鋤o麟⑫麟◎⑫◎嚢◎¢像＠㊧趨鯵⑱轡⑬麟＠麟⑫⑫⑲②

『僕たちの生活と税」

　　　　　　松之山中学校3葬志賀洗介さん

長
賞
」
の
佳
修
に
、
ま
た
作
文
の
部
で
は
3
年
の
志
賀
洗
介
さ
ん
が

「
高
鑓
地
区
納
税
貯
蓄
総
合
連
含
会
長
賞
」
の
奨
励
賞
に
選
ば
れ
蒙

し
た
。
少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
確
定
串
告
の
こ
の
時
期
に
禽
わ

せ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．

　ぼくは今豪で税金について全く纈りませんでした。税金は穂で払わなくては

いけないのか、その払った税金は伺に使われているのか・一・と、そんなことを

思っていました。でも「私たちの生括と税3という資料を見てぼくはびっくり

しました。もし税金がなかったらどうなってしまうか纈ったからです。学校の

教室の窓ガラスが割れても、雨漏りがしても修理されない、先盤もいないし教

科諜もない。また学校ではなくとも、急病人が繊たり火事が趨きたりしても救

急牽や溝防毒が来ない。緩療費が嵩くなり、病気の予防や捨療が受けにくくな

るなど、不便な面がたくさん繊てきます。

　今まで僕は、僕たちが払った税は何しに使われているのかと思っていましたが、

本当は僕たち霞身の安心した生漉のために使われていることを知りました、こ

のことを知り、税金に対する考えが変わってきました。

　今、沼本は蕎齢化袖会になってきており、お年欝りがどんどん増えてい豪す。

そしてそのお年寄りは年金で安定した猛活を送っていますが、その年金も税金

から出ているわけです。商齢化祇会になってきている今、お年欝りが増えてい

るということは、年金も増やさなければなりません。だから平成9奪4月ま鷺に、

溝費税が3％から5％に引き上げられたのだと思います。

　今まで書いてきた中では、税金はほとんどお年寄りのために使われているよ

うに思われます。でもあと50年もすれば僕たちもお年寄りです。そうなった時、

お年寄りだけ年金がもらえるなんてずるいということで、園罠の誰もが税金を

払わなくなってしまったらどうなってしまうでしょう．僕だったらちゃんと甕

浩できるかどうかわかりません。ここでたいへんな事態に臨るのはお俸寄りだ

けでなく麟罠全体だと思います。

　今回税金についての作文を書くことで、税についてとても勉強になりました。

それは、僕たちの納めた税がたくさんの人を守るために使われていることを簿

ったからです。しかし税金には様々な種類があり、大人になれば納める税金も

遙かに多くなると思います。そのためにも今より更に税金についての鍛識が必

要です。そしてこれからの被会を豊にするために、未来への第一歩を踏み出す

ことが大切だと思いました。

3



I
O
o
o
①
1

　14年分の確定申吉が始まります。準備は進んでいますでしょうか？

　所得税は、自分の所得の状溌をもっともよく知っているみなさ

ん霞身が、税法に従って自分の所得と税額を計算し、期限内に申竃・

納税するというヂ申告納税制度」を採用しています。確定串告書は

ご自分で正しく作成し、皐めの提出を心がけましょう。

搬
麟
灘
灘
簿
鵜
轡
耀
曝
豫
襲
霧
誘
講
竃

0
次
に
該
当
す
る
方
は
確
定
串
告
が
必
要
な
人
で
す

①
事
業
や
不
動
産
収
入
・
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
入

　
で
、
平
成
選
年
中
の
所
得
金
額
が
各
種
勝
得
控
除

　
（
例
え
ば
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合
計
金
額
を
越
え

　
る
と
き
（
税
額
が
出
る
場
合
で
す
）

②
給
与
の
収
入
が
二
千
万
円
を
超
え
る
と
き

③
給
与
や
退
職
所
得
以
外
に
、
二
十
万
円
を
超
え
る

所
得
く
例
え
ば
農
業
所
得
な
ど
）
が
あ
る
と
き

④
給
与
を
ニ
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
場
合

臼
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
を
牢
皆
す
る
場
合
は
、

そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記

載
し
た
門
収
支
内
訳
書
」
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

O
次
に
該
当
す
る
人
が
確
定
申
吉
を
す
る
と
、
す
で

　
に
納
め
た
税
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
戻
っ
て

　
き
ま
す
。

①
住
宅
を
ロ
…
ン
な
ど
の
借
入
金
を
利
期
し
て
取

　
得
し
た
人

②
多
額
の
匿
療
費
（
自
己
負
麹
分
）
を
支
払
っ
た
人

　
漸
得
金
額
が
二
欝
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
金

　
額
の
5
％
を
越
え
た
分

　
所
得
金
額
が
二
醤
万
鰐
以
上
の
場
舎
は
憩
万
円

　
を
超
え
た
分

③
年
の
途
申
で
退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職
し
て
い
な

　
い
人

④
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
入

⑤
出
稼
ぎ
な
ど
で
、
勤
務
先
の
給
料
か
ら
勝
得
税
を

　
納
め
て
い
る
場
合

☆
確
定
串
管
を
さ
れ
た
方
は
省
略
さ
れ
ま
す
。

0
住
民
税
は
、
あ
な
た
が
住
ん
で
い
る
藥
や
町
に
対

し
て
納
め
る
税
金
で
す
。
今
回
串
憲
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
次
の
人
で
す
。

　
一
月
一
目
現
荏
で
松
之
由
町
に
儒
所
が
あ
る
人
で
、

平
成
拠
年
申
に
何
ら
か
の
所
得
の
あ
っ
た
人
が
対

象
で
す
、
摩
轡
が
必
要
な
方
に
は
集
落
総
代
を
通
じ

て
の
案
内
を
差
し
烹
げ
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

謙，！、懸、欝灘塞難織

鍵多盤1構撚奮灘欝へ

1麟難難難懸
”“》…”’｝r”…》－…’　電議毒醗験一麗騨鱗窪灘

2

役
場
が
行
う

』
納
税
相
談
の
R
程

　　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　熱　　　　　　　　　雛　　　　　　　　鍵　　　　　　　轍　　　　　　難　　　　　難　　　　璽　　　灘　　総癒鰻

会場 松之鐵購役場2階

期臼 2月㌶臼（月〉から

時間 午醜9時から午後4時まで

叢鍵蕩縫纐蓼議購嚢難灘蒙灘1鱗懸
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ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
羅
欝

高
照
税
務
駈
管
内
の
中
・
高
校
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
．
税

に
醐
す
る
標
語
と
作
文
コ
ン
ク
…
ル
の
入
選
者
発
表
と
表
彰
式
が
η

月
繍
撫
、
上
越
市
内
の
高
陽
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
之
鶏
中
学

校
で
は
標
語
の
部
で
2
隼
の
相
沢
灘
美
さ
ん
が
噌
関
東
傭
越
園
税
局

競翻み耀暮凝r櫨ま

　　　　　　　　松之山中学校2葎相沢稲美さん

◎◎◎の◎㊥㊤の儲鋤o麟⑫麟◎⑫◎嚢◎¢像＠㊧趨鯵⑱轡⑬麟＠麟⑫⑫⑲②

『僕たちの生活と税」

　　　　　　松之山中学校3葬志賀洗介さん

長
賞
」
の
佳
修
に
、
ま
た
作
文
の
部
で
は
3
年
の
志
賀
洗
介
さ
ん
が

「
高
鑓
地
区
納
税
貯
蓄
総
合
連
含
会
長
賞
」
の
奨
励
賞
に
選
ば
れ
蒙

し
た
。
少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
確
定
串
告
の
こ
の
時
期
に
禽
わ

せ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．

　ぼくは今豪で税金について全く纈りませんでした。税金は穂で払わなくては

いけないのか、その払った税金は伺に使われているのか・一・と、そんなことを

思っていました。でも「私たちの生括と税3という資料を見てぼくはびっくり

しました。もし税金がなかったらどうなってしまうか纈ったからです。学校の

教室の窓ガラスが割れても、雨漏りがしても修理されない、先盤もいないし教

科諜もない。また学校ではなくとも、急病人が繊たり火事が趨きたりしても救

急牽や溝防毒が来ない。緩療費が嵩くなり、病気の予防や捨療が受けにくくな

るなど、不便な面がたくさん繊てきます。

　今まで僕は、僕たちが払った税は何しに使われているのかと思っていましたが、

本当は僕たち霞身の安心した生漉のために使われていることを知りました、こ

のことを知り、税金に対する考えが変わってきました。

　今、沼本は蕎齢化袖会になってきており、お年欝りがどんどん増えてい豪す。

そしてそのお年寄りは年金で安定した猛活を送っていますが、その年金も税金

から出ているわけです。商齢化祇会になってきている今、お年欝りが増えてい

るということは、年金も増やさなければなりません。だから平成9奪4月ま鷺に、

溝費税が3％から5％に引き上げられたのだと思います。

　今まで書いてきた中では、税金はほとんどお年寄りのために使われているよ

うに思われます。でもあと50年もすれば僕たちもお年寄りです。そうなった時、

お年寄りだけ年金がもらえるなんてずるいということで、園罠の誰もが税金を

払わなくなってしまったらどうなってしまうでしょう．僕だったらちゃんと甕

浩できるかどうかわかりません。ここでたいへんな事態に臨るのはお俸寄りだ

けでなく麟罠全体だと思います。

　今回税金についての作文を書くことで、税についてとても勉強になりました。

それは、僕たちの納めた税がたくさんの人を守るために使われていることを簿

ったからです。しかし税金には様々な種類があり、大人になれば納める税金も

遙かに多くなると思います。そのためにも今より更に税金についての鍛識が必

要です。そしてこれからの被会を豊にするために、未来への第一歩を踏み出す

ことが大切だと思いました。
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奪
の
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の
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状
況
を
見
る
と
、
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サ
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ス
は
ほ
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横
ぱ
い
で
す
が
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
は
塔
え
て
い
ま
す
。
　
（
表
2
）

　
｝
応
総
付
費
（
サ
…
ビ
ス
費
爾
額
の
9
割
相
当
分
）

に
つ
い
て
は
、
俊
鋒
度
は
約
2
億
2
5
0
0
万
需
、
麟

鐸
度
箆
込
み
は
3
億
博
窪
0
0
乃
田
と
確
実
に
堰
加
し

て
お
り
（
裟
3
）
、
利
尾
書
㎜
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

約
2
0
0
万
露
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

表2サービスの利硝犠況（人数〉
oΩ

漁

表3サービスの利薦状況（給付額）

2GQ

一ピス

ービス

等50

10G

一ピス

5

翰
㈱
任
㈱

繍
㎜
獺
㎜
繍
蹴
5鉄OGO

　
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
単
成
幡
年
度
か
ら
の
保
険

料
に
っ
い
て
は
次
の
蓑
に
示
す
よ
う
な
金
額
を
箆
込
ん

で
い
濠
す
．

軍磁2簸角　平成橘働月　平哉羅硯込　　　　　　　　　（」しノi朔

　　　　　　ダ第葦弩被保険奢（65才以上〉の場合」

　1，鰯　　2趨．2㈱．鞭紙おむつ総婦
平泌2驚度　　単磁等講震　導成鱗琴度箆込単銭篭7隼痩見込

灘鶴 、灘驚懸義簾、 難　講、
鑛　　額

羅難繍4難 蓬麟1～隷難

第嘩段階

・世帯全曼が町昆税葬課税で本人が
老齢擾祉年金受給者
・生活保護受給著

基準額×0．50 1ア，700円 20，160霧

第2段階 世幣全員が町民税非諜税者 基準額×α75 26，55G門

　　　　晶

30，240円

第3段階
本人が町民税葬課税で撹帯貴に
購昆税課税餐がいる

基準額 35，400円 40，320円

第4段階
本人が跡民税課税者で合計所得
金額が200万円未満の人

基準額×325 　44，250円
i

50，400円

第5段購
本人が購民税課税考で含謙所得
金額が200万円以上の人

基準額×陰、50 i53，100需
1

6Q，480門

介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
含
わ
せ
は
．
：

　
時
保
健
セ
ン
タ
ー
…
…
介
護
保
険
係
ま
で

　
澄
6
…
3
7
0
5

※平成拷葎慶までは舎醗漸徽金額250万需以上が第5段踏でしたが．麟の麟痩改1狂により15母渡からは

　200万賜以上が第5段薩になります。

4

潟
獲
’

灘
難

ム
ヤ
晶

姦

　
4
月
か
ら
艮
間
の
調
剤
薬
局
が
、
町
保
健
セ
ン
タ

ー
の
す
ぐ
脇
に
門
松
之
山
薬
局
無
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．
松
之
出
診
療
漸
で
は
、
患
者
さ
ん

に
処
方
せ
ん
を
お
渡
し
し
、
薬
は
調
剤
薬
局
で
も
ら

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

薬簡電薬をもらいます診療所貿処方せんをもらい

　　　灘縷講雛懸・

轟の2力研で会計をする
1す。

をもらうようになると、薬を
の分だけ負撞金が蜷えます。

さ為た場台の、薬代の飽に麦慈う負摂盆は…’・

　　　・このようになりまずo

薬について詳しい説明が受けられて、
気軽に櫓談できまず。

地の医睨の薬も受け取れます。

竃薬やカゼ薬などの市販薬も買えまiす。

驚の悪い人に1は診療勝まで醗達して
くれます。

診療莇の経費が節減されます。

口
目
日
口
日
凹

★
カ
ゼ
が
は
や
っ
て
い
ま
す

　
セ
キ
・
下
痢
な
ど
の
症
状
が
出
る
治
り
の
悪
い
カ
ゼ
が
は
や
っ
て
い

蒙
ず
。
暖
か
く
し
て
過
ご
し
濠
し
ょ
う
．
　
　
　
　
　
　
鑛

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

　
累
め
の
治
療
を

　
松
之
繊
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
濠
だ

流
行
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
國
各
地
で
学

級
闘
鎖
や
ワ
ク
チ
ン
の
緊
急
輸
入
な
ど
が

ニ
ュ
…
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
急
に
発
熱
し
て
、
高
熱
に
な
り

ま
す
。
こ
ん
な
獲
状
が
鐵
た
ら
す
ぐ
に
診

察
を
受
け
、
栄
幾
緬
の
高
い
食
事
を
摂
り

暖
か
く
し
て
過
ご
し
濠
し
ょ
う
。

★
4
月
か
ら
属
間
の
薬
局
が

　
関
設
さ
れ
ま
す

　
4
月
か
ら
は
北
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

薬
は
薬
局
で
も
ら
う
よ
う
に
な
り
談
箏
。

盆
計
が
2
力
漸
に
な
る
不
痩
が
隻
じ
ま
ず

が
、
痩
利
な
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
濠

す
。★

薬
局
の
建
設
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

　
保
健
セ
ン
タ
…
の
患
入
り
O
付
近
が
建
設
蜷
醗
と
な
り
．
患
蓄
さ
ん

に
は
不
硬
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

o
松
q
の
志
賀
さ
ん
蕊
月
鱗
拶
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

○
松
鷺
の
樋
鷺
さ
ん
お
花
を
あ
9
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

襲鞍こ鮒近腱設
欝隷されまず5
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億
2
5
0
0
万
需
、
麟

鐸
度
箆
込
み
は
3
億
博
窪
0
0
乃
田
と
確
実
に
堰
加
し

て
お
り
（
裟
3
）
、
利
尾
書
㎜
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

約
2
0
0
万
露
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

表2サービスの利硝犠況（人数〉
oΩ

漁

表3サービスの利薦状況（給付額）
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こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
単
成
幡
年
度
か
ら
の
保
険

料
に
っ
い
て
は
次
の
蓑
に
示
す
よ
う
な
金
額
を
箆
込
ん

で
い
濠
す
．

軍磁2簸角　平成橘働月　平哉羅硯込　　　　　　　　　（」しノi朔

　　　　　　ダ第葦弩被保険奢（65才以上〉の場合」

　1，鰯　　2趨．2㈱．鞭紙おむつ総婦
平泌2驚度　　単磁等講震　導成鱗琴度箆込単銭篭7隼痩見込

灘鶴 、灘驚懸義簾、 難　講、
鑛　　額

羅難繍4難 蓬麟1～隷難
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基準額×0．50 1ア，700円 20，160霧

第2段階 世幣全員が町民税非諜税者 基準額×α75 26，55G門

　　　　晶

30，240円

第3段階
本人が町民税葬課税で撹帯貴に
購昆税課税餐がいる
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i
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本人が購民税課税考で含謙所得
金額が200万円以上の人

基準額×陰、50 i53，100需
1

6Q，480門

介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
含
わ
せ
は
．
：

　
時
保
健
セ
ン
タ
ー
…
…
介
護
保
険
係
ま
で

　
澄
6
…
3
7
0
5

※平成拷葎慶までは舎醗漸徽金額250万需以上が第5段踏でしたが．麟の麟痩改1狂により15母渡からは

　200万賜以上が第5段薩になります。
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潟
獲
’

灘
難

ム
ヤ
晶

姦

　
4
月
か
ら
艮
間
の
調
剤
薬
局
が
、
町
保
健
セ
ン
タ

ー
の
す
ぐ
脇
に
門
松
之
山
薬
局
無
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．
松
之
出
診
療
漸
で
は
、
患
者
さ
ん

に
処
方
せ
ん
を
お
渡
し
し
、
薬
は
調
剤
薬
局
で
も
ら

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

薬簡電薬をもらいます診療所貿処方せんをもらい

　　　灘縷講雛懸・
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くれます。
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口
目
日
口
日
凹

★
カ
ゼ
が
は
や
っ
て
い
ま
す

　
セ
キ
・
下
痢
な
ど
の
症
状
が
出
る
治
り
の
悪
い
カ
ゼ
が
は
や
っ
て
い

蒙
ず
。
暖
か
く
し
て
過
ご
し
濠
し
ょ
う
．
　
　
　
　
　
　
鑛

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

　
累
め
の
治
療
を

　
松
之
繊
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
濠
だ

流
行
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
國
各
地
で
学

級
闘
鎖
や
ワ
ク
チ
ン
の
緊
急
輸
入
な
ど
が

ニ
ュ
…
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
急
に
発
熱
し
て
、
高
熱
に
な
り

ま
す
。
こ
ん
な
獲
状
が
鐵
た
ら
す
ぐ
に
診

察
を
受
け
、
栄
幾
緬
の
高
い
食
事
を
摂
り

暖
か
く
し
て
過
ご
し
濠
し
ょ
う
。

★
4
月
か
ら
属
間
の
薬
局
が

　
関
設
さ
れ
ま
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4
月
か
ら
は
北
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

薬
は
薬
局
で
も
ら
う
よ
う
に
な
り
談
箏
。

盆
計
が
2
力
漸
に
な
る
不
痩
が
隻
じ
ま
ず

が
、
痩
利
な
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
濠

す
。★

薬
局
の
建
設
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

　
保
健
セ
ン
タ
…
の
患
入
り
O
付
近
が
建
設
蜷
醗
と
な
り
．
患
蓄
さ
ん

に
は
不
硬
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

o
松
q
の
志
賀
さ
ん
蕊
月
鱗
拶
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

○
松
鷺
の
樋
鷺
さ
ん
お
花
を
あ
9
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

襲鞍こ鮒近腱設
欝隷されまず5



蘂

チ

　　　　　　　：
しほ　　　 iまりい史歩ちゃん（2歳）i鞠惟ちゃん（2歳）

　　　　　　　こ本宙政男・せい子さんの長女　i　西沢賢仁・洋子さんの長女

　　（脇麦立・しなん木）　i　　　　　　　（上鍛池・入）

　　　　　　　：
　　　　　　　：
　　　　　　　番●しいちゃんの髪、このごろやっとおさげができるよ　：籔まりちゃんのビッグニュース；2月嘆8に放送した

　　　　　　　　　　　　　　ゆうになったんだよ、お縁さんからヂかわいいねi　jっ　iテレビ蕎纏に家族といっしょに1初繊灘した．撮影はち

　　　　　　　　　　　　　　ゆて言われるとうれしくて……．繊去奪お父さんに連れ　iよっと緊叢したけど、とっても楽しかった。臓まりち

て行ってもらったマリンピア8本溝は楽しかったな　iやんのチャームポイント：先っぽで鶴然に脇がる髪、

　　　　　　　　　　　　　　ゆ一
．

きれいなお魚さんがい一っぱいいて、いっしょに　iヂナチュラルウエーブのかわいい娘」って呼ばれてる。

　　　　　　　　　　　　　　の泳いでいる気分になっちゃった。しいちゃんね、イル　：（少し照れるけど〉6濠りちゃんのお醤慧：お料曖だ

　　　　　　　　　　　　　　ゆカさんみたいに上手に泳げるようになって水泳で一蕎　iよ、毎8ままごとで練習中。穴きくなったらママより

　　　　　　　　　　　　　　ゆになるんだ。禦ナイショの話だけど、おうちの中では　iすごい料運を作るんだ。綴まりちゃんの隠れた才能1

　　　　　　　　　　　　　　のいつも愛綱の毛循といっしょ．寝るときもいつもそぱ婁カラオケだよ、パパやじいちゃんから自然に覚えちゃ

　　　　　　　　　　　　　　ゆに麗くの．え一とね、ペットじゃないけど、ペットよ　iった．晒ご飯の後はまりちゃんステージのはじまり、

り大事なものかな。　　　　　　　　　　　　　　　　：はじまり一。

　　　　　　　　　　　　　　ぐ【お母さんから一霧…　　　　　　　　　　　　，　　　i【ご爾親から一露｝

　　　　　　　　　　　　　　り大臼然の中でお兄ちゃんと元気いっぱい駆け＠って、i（父）賢くて、入に優しい子になってほしい。

健康で悪いやりのある慶しい子に奮ってほしいです、　i（母）やさしくてかわいい女の子になってほしいです。

7

講麟　金沢大学理学部盤物学科教授
　岡大学「角間竪出自然学校」代表　　巾村浩二氏

篠黛脇懸縢嚢欝叢礪欝灘

十日町広域圏合儒任恵協議会発是

　
王
月
25
臼
（
土
曜
沼
）
、
中
里
村
U
モ
ー
ル
に

て
第
1
翻
十
日
町
広
域
圏
合
餅
任
慧
協
議
会
が
闘

催
さ
れ
ま
し
た
。
6
市
町
村
の
足
並
み
が
揃
う
か

で
濫
目
さ
れ
て
い
た
津
南
町
は
、
協
議
会
麗
始
繭

の
午
麟
9
時
3
0
分
に
開
か
れ
た
準
備
会
に
お
い
て
、

岡
町
の
町
長
・
議
会
翻
議
長
が
訪
れ
疋
式
に
離
脱

を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
9
時
4
5
分
か
ら

会
議
を
調
会
し
、
中
里
村
長
の
今
日
に
至
る
ま
で

の
経
過
説
明
の
あ
と
、
5
市
町
村
（
十
臼
町
市
・

駕
酒
町
・
中
里
材
・
松
代
町
・
松
之
山
町
）
に
よ

る
十
段
町
広
域
圏
合
併
種
意
協
議
会
の
設
立
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
初
回
の
今
回
は
、
役
員
の
選
出
・

規
約
・
事
業
謙
醐
・
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
会
長
は
串
里
村
の
山
本
茂
穂
村
長
が
、

翻
会
長
は
十
日
町
市
の
滝
沢
信
…
市
長
が
務
め
る

鱒
翻
酸
、
瀞
こ
と
に
な
り
ま
し
為

……

懸
翻
糊
磁
藩
羅

　
　
　
　
　
幾
　
・
　
　
　
昆
の
皆
様
に
鋳
報
提

　
　
　
　
　
翫
　
嘩
〆
　
　
　
　
　
　
薗

　
　
騰
　
　
『
　
｛
　
　
　
供
を
し
て
ゆ
き
な
力

　
　
繍
　
　
鍵
　
　
　
　
　
ら
、
法
定
協
議
会
設

　
　
　

　
　
姦
　
　
■
，
、
　
　
豊
撒
“
謬

　
　
鴬
　
　
羅
　
　
　
聡
　
立
に
向
け
て
の
協
議

任意協議会は26名の委員によって構

成されます．市町村長5名、議会議員

鐙名の億に、県の牽段町地域振興事務

所長と各市町料2名づつ計玉0名が地域

代褒春として参繍します。松之山町か

らは写真の2名が選任されています。

含
併
任
意
協
議
会

5
市
町
村
首
長
の

顔
ぷ
れ

湯本（子歳〉

柳　靖治さん

鑛，

小谷（Bの出屡〉

相沢亨さん

働平成擁5奮2月2潅田（金〉　午後2鷲よ鱗

曜蹟十副町市　ク鐵ス遷0

主　●900に及ぶ項自の調整方法の基本方針について
な　●一部事務総合や第3セクターなどを専門に検討する
予　　小委藁会の設置について
定
議●新帯の将来構想検討委員会の委藁選任について
案●薮霜樗来構想策定方鋳について　など

「協議会だより」を全戸に配布します。
含併儀慧協議会は、おおよそ月1鐙のペースで各溺麟櫓に盆揚を移

しながら闘催され蒙ず．事務羅では協議会の内容を皆様にお難らせず

るためヂ協議盆だより」を｛乍り、5帯覇穆の盆芦に醐務します。また

いずれσ）盆霧も傍聴は自由にでき蒙ずので、ぜひ是巻運んでください・

6

1
創
o
o
①
1
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案●薮霜樗来構想策定方鋳について　など

「協議会だより」を全戸に配布します。
含併儀慧協議会は、おおよそ月1鐙のペースで各溺麟櫓に盆揚を移

しながら闘催され蒙ず．事務羅では協議会の内容を皆様にお難らせず

るためヂ協議盆だより」を｛乍り、5帯覇穆の盆芦に醐務します。また

いずれσ）盆霧も傍聴は自由にでき蒙ずので、ぜひ是巻運んでください・
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平成14年度 水道水の水質精密検査結果
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ト　リ　ク　q　qエチレン α03mg／2以下 O．OO味滴 αGO味満 αoo珠満 αoo沫満 αoo凍満

テ　トラク　ロqエチレン α0柚齪彦以下 αOG珠満 αo釧未満 o、oo株満 0、OO猟満 α00昧満

1，1，レトリク葭籏工タン α3mg照以下 0，0鎖兼滴 αoo昧満 o．oo昧満 0。00裸満 αoo鎌漏

鰻　　壌　　化　　炭　　素 αOO2㎎／繊下 0国）002未満 α0002朱満 α0002未満 α0002来満 0．0002未満

1，2一ジク　ロ　Ωエタ　ン αoo4㎎／彦以下 α0004朱満 α0（）04牽満 0．0004朱溝 O，0004朱満 O、OOO4来満

1，レジク擬臼エチレン α02m創薮以下 αQQ2未潴 0、002未満 αOO2来満 α002未満 αOQ2未満

ジ　ク　【ユ　ロ　メ　タ　ン 0．02mg泥以下 α002来満 α002未満 α002朱満 αOO2未満 α002未満

シス日，2一ジクロq工．チレン α04mg麓以下 αOO4未講 α004張瀧 αOO4未満 α004未満 αOQ4未満
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シ　　　　　　ア　　　　　　ン αo稲gκ以下 αoo鎌満 αOO昧満 αoo味満 0、00嫌満 O．0創未満

フ　　　　　ツ　　　　　累 O．8mg駕以下 α08末満 α08未満 α08未満 α08未満 0，08未濯i
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マ　　　　ン　　　ガ　　　　ン α05mg穆以下 αOO5朱溝 σ005来満 α005朱満 α005未満 α005未満

陰　イ　オ　ン雰面活牲剤 α2m畠ノ倉以下 α02朱満 α02未鴻 α02未満 σ02来瀧 α02未満

フ　　ェ　　ノ　　ー　　ル　　類 αOO5mg綿以下 αOo5末満 α005朱溝 α005未満 αoo5未満 αOO5朱満
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チ　オ　ベ　ン　カ　ル　ブ σ02㎎薦以下 αOO2来満 α002未満 0ρ02来満 αoo2未満 αOO2未満
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※表中のゼO　OO来講」とあるのは、讃測機器の測定限界値を示しています。
※表中の着魯してある墳目は、定例検査として毎月実施しているものです。
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桝
手
地
露
簡
易
水
道
給
水
闘
始

　
町
蔑
体
膏
館
闘
館
・
浦
懸
像
脊
漸
開
設

松
之
由
松
墨
擶
遡
の
三
農
協
倉
耕

松
鍵
地
嬢
簡
易
水
道
給
水
闘
始

　
自
然
体
養
轡
セ
ン
タ
妻
醐
館
・
町
驚
獣

晦
艮
懇
章
翻
建

松
之
山
地
壌
簡
易
水
道
拡
張
給
水

開
始
【
三
省
地
区
ま
で
給
水
域
を
拡
張
一

　
承
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
名
設
溝
・
東
川
小

学
鮫
竣
工

湯
山
簡
易
水
道
給
水
開
始

　
潟
本
で
霧
崩
発
盗
2
餐
死
t
。
6
月
に

降
ヒ
灘
ウ
に
よ
る
農
作
物
の
大
被
蜜
発
生

松
之
山
地
区
簡
易
水
道
給
水
㈱
始

門
松
之
由
大
地
す
べ
り
発
竺
に
よ
る
緊

　
急
工
事
】

　
町
に
地
す
べ
り
対
策
本
部
設
灘
．
漉
税

～
湯
奉
間
無
警
化

湯
本
簡
易
水
道
給
水
開
始

【
薬
節
堂
脇
に
浄
水
施
設
を
建
設
｝

　
驚
で
籾
め
て
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
購
入
．

松
之
由
小
学
校
町
内
初
の
完
全
給
食
婿
ま

る

　
町
で
は
皆
様
蕪
緩
全
で
き
れ
い
な
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
、
雛
設
の
整
備
や
響
理
な
ど
に
日
々

検
糞
萄
璽
要
麟
諜
締
驚
鍵
つ
で
す
。
今
囲
は
年
に
　

纂
施
薯
精
嫡
樋
霧
結
暑
各
施
設
ご
と
に
公

表
じ
ま
す
。
こ
繊
精
憲
検
奮
で
は
ご
覧
の
よ
う
な
蟹

項
目
に
渡
る
検
糞
縫
講
っ
て
い
ま
す
が
、
袈
中
の
醤

魯
て
あ
る
部
姦
灘
欝
つ
い
て
は
、
定
例
検

査
と
し
て
錘
月
実
施
礒
驚
．
騰
ま
す
、
こ
れ
ら
は
皆
様

が
ふ
だ
ん
ご
家
庭
で
綾
っ
て
い
る
水
遂
水
を
検
蛮
す

る
も
の
で
、
蛇
環
か
ら
直
接
採
取
し
た
も
の
を
検
奮

機
関
に
運
ん
で
検
奮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
各
施
設
の
水
源
か
ら
採
取
し
た
水
の
検
糞
（
源

水
検
査
と
い
い
ま
す
）
も
、
表
中
の
姐
項
目
に
つ
い

て
年
一
圃
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
検
萱
項
目
ご
と
の
説
明
は
省
略
し
ま
す
が
、
い
づ

れ
の
数
値
を
見
て
も
問
題
点
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安

心
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

氷進事業鑓闘霧愚
雛憲難藷お闘雛金
わ慰き魏疑《

役場建設企業課⑫階》

水道係まで
燈6－2窪62（直通〉

町
の
水
道
事
業
の
歩
み

　
町
の
水
道
事
業
は
昭
秘
三
十
闘
年
の

湯
本
簡
易
水
道
か
ら
始
ま
り
、
現
窪
十

一
の
施
設
か
ら
皆
様
の
ご
家
庭
に
繍
水

し
て
い
ま
す
。
今
園
は
時
の
水
道
事
業

の
歩
み
を
、
各
施
設
の
給
水
開
始
年
月

と
、
そ
の
年
の
町
の
出
来
事
を
少
し
添

え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

I
o
り
o
o
①
1

8

9



平成14年度 水道水の水質精密検査結果
鑛　　　　▼「

水質基準 松之出地更簡易水道 湯鋤簡易水遂 湯本簡易水湛 松璽地邸錫水遵 lli手地区簡易水道

騨　　総総．灘、灘幾灘繊『醗 馨『轍聯奪難繊灘，
講・li鍵ぼ1、 1麺糞1 、穣 、、醗、葦 、鍵万難

，霧灘ii黍灘葦灘繋萎1糞灘・…灘蓑灘灘…慧灘i蟻欝騰灘糞 繕灘霧灘嚢灘 、1．纏麟醸膿鱗、縫麟灘繊、 鑛欝鑛灘騨． 、，華講欝麟綴，，

灘灘麟懸、難1 灘鰹、『妻 ・
．

『
、
欝
蒙 蓬総、 灘灘其． ．葦『醸｝i．

コ、．灘饗き ．…・繊灘鱗醸霧 灘欝1雛きi．． ．纐纐i籔懸・ ．纐i磯鑛講 ・顯鑛i総一 繧纐灘縷き縣

、灘灘、灘鑛苫欝……灘…！灘鑛灘i灘懸灘鰯難醗叢 、董磯…灘 ．、．莚灘・灘 ㈱』、き 翻叢． 鑛i鍛霧、

“縷塁　　　　　　肇、i簾鵬『 、』譲譲懸灘蝋懸『 猫登欝 ’紹雛 き欝 灘奪顯 、・灘叢i

．嚢灘、．襲……鐵1，1・鐵、懸繊… 鎌鱗灘雛灘
、蒙麹繋嚢、 辮轍、・ 灘・，． 磯鱗』． 難総…妻

灘醸灘灘i撚箋灘1蒙講蒙…灘』、叢． 繊灘籔鎌灘 、『蒙．藁i鎌溝『1 、・搬雛瀬、 搬鷺鑛 ・銭繧…・、 灘灘灘

…灘・　灘灘　　繍灘1 灘購繍驚
、該灘、’、i 鞠i 懇獲 、難藩『・． 雛顯

葦『『…i鎌蒙i． ・…．…灘欝灘灘P『 灘麟1 襯織穫…』 灘醸・ 灘鐵 、・懸欝鷺

講…雛1繊
．．擬、奎、、・i縷幾雛灘懸欝 灘麟 纏墜i…、 ．．鶴騰『、 灘鱗『『 デ．纏i鐵、・・

謬懸　　　　　　　　．『灘1 難縷籔羅、 繍灘 総講 鎌講．蒙1 ．窪、． 『灘溝・

一濁1　　　　　　　　　　獲
…
．
薯
護

鐵購．』． 、織難購繋 醗麹購 磯羨嚢麟、 ．醗灘溝．．． 鱒畿溝『

灘灘、灘・灘灘難『繊叢 醗繍溝 綾蝶講 鱒叢溝『『 載礫購・ 儀鎌購

ト　リ　ク　q　qエチレン α03mg／2以下 O．OO味滴 αGO味満 αoo珠満 αoo沫満 αoo凍満

テ　トラク　ロqエチレン α0柚齪彦以下 αOG珠満 αo釧未満 o、oo株満 0、OO猟満 α00昧満

1，1，レトリク葭籏工タン α3mg照以下 0，0鎖兼滴 αoo昧満 o．oo昧満 0。00裸満 αoo鎌漏

鰻　　壌　　化　　炭　　素 αOO2㎎／繊下 0国）002未満 α0002朱満 α0002未満 α0002来満 0．0002未満

1，2一ジク　ロ　Ωエタ　ン αoo4㎎／彦以下 α0004朱満 α0（）04牽満 0．0004朱溝 O，0004朱満 O、OOO4来満

1，レジク擬臼エチレン α02m創薮以下 αQQ2未潴 0、002未満 αOO2来満 α002未満 αOQ2未満

ジ　ク　【ユ　ロ　メ　タ　ン 0．02mg泥以下 α002来満 α002未満 α002朱満 αOO2未満 α002未満

シス日，2一ジクロq工．チレン α04mg麓以下 αOO4未講 α004張瀧 αOO4未満 α004未満 αOQ4未満

1，1，2一トリクq麟工1タン αOO6mg緯以下 αQoo6牽満 αOOO6未満 O．OOO6未満 0ρ006朱満 α0006朱騎

ベ　　　　ン　　　ゼ　　　　ン α01照9ノ倉以下 α00傑来満 O．00味満 0．00筆未満 α00鎌満 αoo味篤

ク　　簿　　貸　　ホ　　ル　　ム α06撒9／2以下 α00嫌満 α00床満 αOQ昧満 （）。032 o．o釧来満

ジブ霞モクロqメタン
α蔓船9／遡以下 0，002 α001 αoQ1 0，00床満 O，00昧満

ブΩモジク麟鶏メタン α03㎎／建以下 0．OO珠満 α00瞭満 α00壕満 O，OO4 αoo床満

ブ　　自　　モ　　ホ　　ル　　ム α09類9犀以下 αoo味満 αQO蓬朱溝 α00味競 αoo猟満 α00昧満

総　ト　リ　ハ　O　メ　タ　ン ωmg障以下 0，002 αoo3 αoo壌 G，016 o．oo味満

カ　　ド　　ミ　　ウ　　ム α0嘩mg駕以下 αOo窪未満 αOO床満 α00床満 αoo昧満 αQO味満

水　　　　　　　　　　　　銀 亀ooo舗9／馨以下 α00QO5来満 O．OOGO5来満 O、00QO5未満 0．OGOO5未満 α00005未満

セ　　　　　　レ　　　　　　ン α頓mg／彦以下 αO餌宋満 α00嫌満 o。oo株満 αoo昧満 αoo1未満

鉛 α05mg麓以下 O．QO蓬来満 α（）o猟瀧 αOO猟満 αOO陳満 αOQ筆乗満

ヒ　　　　　　　　　　　累 α創㎎／鯨下 α00味満 αoo球満 α00糠満 αOQ床満 αoo等兼満

六　　樋　　ク　　Ω　　ム α05mg／2以下 αOO5未満 αQO5未繭 αGO5来溝 α（〉05未満 αOO5未満

シ　　　　　　ア　　　　　　ン αo稲gκ以下 αoo鎌満 αOO昧満 αoo味満 0、00嫌満 O．0創未満

フ　　　　　ツ　　　　　累 O．8mg駕以下 α08末満 α08未満 α08未満 α08未満 0，08未濯i

亜　　　　　　　　　　　　鉛 黛伽9／2以下 αo糠満 0。O昧満 αo床満 αo蘇満 0．G3

銅 1，伽9／臓下 αO昧満 αo昧満 α0昧満 oつ株満 α0擁満

ナ　　　ト　　リ　　ウ　　ム 2（欺ぬ9厚以下 9
唾4 9 4 9

マ　　　　ン　　　ガ　　　　ン α05mg穆以下 αOO5朱溝 σ005来満 α005朱満 α005未満 α005未満

陰　イ　オ　ン雰面活牲剤 α2m畠ノ倉以下 α02朱満 α02未鴻 α02未満 σ02来瀧 α02未満

フ　　ェ　　ノ　　ー　　ル　　類 αOO5mg綿以下 αOo5末満 α005朱溝 α005未満 αoo5未満 αOO5朱満

等、3一ジク顕ロプ瓜ペン α002顛倉ノ繊下 αOOO2未満 αQOO2未満 αooo2未満 αooo2未講 αQoo2朱満

チ　　　ウ　　　ラ　　　ム αoo6mg〆奪以下 αGQO6未満 0，0006未満 0ρ006朱滴 αOOO6未満 OOOO6未満

ソ　　　　マ　　　　ジ　　　　ン αOO3㎎犀以下 0。0003未満 αOOO3未満 0。0003来満 O．OOO3未溝 α0003朱満

チ　オ　ベ　ン　カ　ル　ブ σ02㎎薦以下 αOO2来満 α002未満 0ρ02来満 αoo2未満 αOO2未満

松
之
出
統
合
浄
水
場
の
完
成
（
予
定
）

門
松
之
出
・
湯
出
・
駕
手
・
松
口
の
各

　
簡
水
を
統
念
し
、
集
索
管
理
す
る
】

　
第
瓢
園
大
地
の
芸
徳
祭
く
越
後
松
之
出
・

森
の
掌
授
キ
ョ
田
鱗
開
館
）

闘
麦
立
飲
料
水
供
給
施
設
拡
張
織

水
闘
姥

【
中
立
戯
の
㎜
部
、
坂
中
の
一
部
ま
で

給
水
域
鉱
藝

　
冬
の
麟
体
モ
圭
グ
ル
競
技
開
簸
。
縢
牽

二
無
闘
勤
務
難
牽
嵐
緩
麟
退
任

松
里
地
暖
簡
易
水
道
拡
張
給
氷
開
始

門
上
霧
韻
の
…
部
と
蕃
布
辮
全
域
ま
で

　
給
水
域
拡
張
】

　
第
一
圓
大
地
の
芸
衛
祭
・
中
出
闘
地
直

接
支
払
い
綱
度
鯛
始

箇
浦
霞
地
区
簡
易
水
遵
給
水
闘
始

　
美
人
繍
で
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
闘
催
．
湯

鋤
の
大
爆
浅
採

鐙
麦
立
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
闘
始

湯
本
簡
易
水
道
新
浄
水
場
建
設

　
平
ば
つ
で
穣
俸
大
被
憲
・
上
籔
漉
宝
橋

竣
ヱ

上
鰐
池
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
翻
始

　防災無

線
の
設
綴
・
お
ふ
く
ろ
館
オ
ー

ブ
ン

浦
濁
第
一
地
区
簡
易
水
道
給
水
驕
始

禰
郷
保
畜
薦
開
響
重
蒙
コ
…
ト
完

成
・
第
｝
圃
駅
伝
大
会
、
農
業
祭
開
麗

松
矯
地
区
簡
易
水
道
給
水
闘
姥

湯
の
島
地
区
簡
易
水
遂
給
水
闘
嬌

　
豊
原
ト
ン
ネ
ル
聡
通
・
町
営
第
碑
住
塔

完
成
・
松
之
出
分
選
漸
設
灘

※表中のゼO　OO来講」とあるのは、讃測機器の測定限界値を示しています。
※表中の着魯してある墳目は、定例検査として毎月実施しているものです。

松鶏地飯簡易水遵 瀬第樋錨易縫 潟之島地区簡易7縫 撮池獺麟縫殼 簸立翻麟懸設 西瀬駆賜縫
妻1織』． 無『薄 難・

、藤．『 『繍』・『

…叢灘繋，・ ．灘購i欝灘 、i絵趨i麟騰 搬き麟灘撚i ・難購灘鱒…、 ．、撫麟灘箋

葦、網簿縫
，、i・醸蒙 、魏』『． 織蕊． 、鎌嚢 ．蟻馨『、

譲纐鎌溝i・ ．『磁繍講1・ ㈱鎌灘『．『 』鱒鎌鱗1． ・・麟鱒鑛． ㈱醗．

『一纈』 ．欝遜 ㈱ ㈱ 鞍i鑛 蚕難『

灘i』『 、．『・舗i 簿
繍』．』 難

．
、

総　『

『難麟灘 礁．． 灘 鷺 i鱗灘 纐

癒i鱒購． ・錨i繍溝 議謙灘 拶獺鑛 儀鎌購 麟鎌講．、

、簸§…1 鍛毒 麟 鷺
叢9 案

難穫 懸麟 薩縷 糠鞍 縢欝 懸蟻

、懸穫．『 、、難繊 懸嬢 癒縷 懸磁 藏欝．

灘溝、 欝鑛． 謙溝 難溝 覇購 謙溝

鵬鎌購 磁繍灘 磁鑛瀬 （嶽灘溝 醐鎌講 醸講溝

鱗驚雛 傷i雛溝 醸蘇溝 礒蘇講 鰍鎌溝 儀諜蒲

0．00床満 Qρ0瞭満 　000昧満 ooO味満 0．OO昧満 O、00嫌満

αoo珠満 α00珠満 αOQ床満 O、OQ蕨満 O．00壕満 αQO稼満

αoo味溝 αOO味満 αoo瞭満 αoo瞭蒲 α00味満 oつo昧満

0．OOO2未満 O．0002朱満 0，0002来満 O．OQO2未満 0．0002未満 Oρ002牽満

O、OOG4未満 0、0004未満 α00G4未満 O、0004未満 α0004未満 0，0004未満

α002末満 O，OQ2未満 G．oo2未満 α002未満 O．OO2未満 αoo2未満

α002牽満 α002未満
α。嚇÷ αoo2未満 α002未満 OOO2未満

o，oo4朱満 0、OQ4未満 O．OO4未満 G．004未満 αOQ4未満 O、OO4未満

O．0006来騎 α0006朱溝 0つOQ6来騎 Gつ006来満 α0006未満 0、0006来満

ooo味満 o、OQ電未漏 o、oo等未満 〇五）釧来満 α00味満 O．OO珠満

0．00昧満 O．00肇朱満 ODOコ来溝 αo。瞳斗 αoO陛未満
0．OO竃来満

O，002 α0ω o．oo昧篤 0．（）O璽 0，001 o．oo｝未満

αQO1 αoo味満 o、oo床満 0，00篭 αO研未満 αQO猟満

0、OQ猟満 α00猟満 0、OO昧満 Oβ0味満 0，00床満 O、OO昧満

O，QO3 0，QO1 Oρ0昧満 0，GO2 Q，OO簾 0、00沫満

αQO味講 αoo鎌轟 αQO味満 O，OO昧満 O、0（｝味満 o、oo昧満

αGOOO5未満 αoooo5未満 αOOOO5未満 αoOoo5未満 α00005未満 α00005未満

0ρO床満 O．QO昧満 0．Q頓未満 α001未満 Q，oo董未満 0，00珠満

αOQ味溝 0．OQ陳満 o、OG豫満 O，00昧満 0、OO味満 O．GO鎌満

αGO1未満 αOO1未満 α00遷未満 αoo著来満 α00昧満 αoO球満

O、005来満 O．005未満 o、oo5未満 0、OO5朱満 OoO5来満 O．005未満

α0頓未満 α00昧満 αGO等未満 α00味濡 αQO沫満 αOO蕨蒲

α08未満 α08未満 O．08朱満 α08来濡 O、08未満 α08朱満

o創未満 0創未満 O、0味溝 0、G昧満 0，0珠満 α0昧満

α斜未満 α鎖宋満 α02 O．03 O．Q2 0，Q職満

8 6 6 6 6 5
αoo5来満 αoo5未満 0，005来満 ooo5来繭 0ρ05牽満 0、OG5朱満

α02未満 α02未満 α02未満 0β2朱満 0、02未満 0ρ2朱満

αQO5未溝 αQO5未満 α005未満 αoo5未満 0．OO5来満 O．OO5来満

αOOO2未満 魚0002未満 OOOO2未溝 0．OOO2未満 O．OOO2未満 ODOO2未満

ODoo6未満 o．ooo6未満 o、00Q6来満 0．00Q6未満 O．QOO6未満 0，0006未満

α0003未満 α0003未溝 α0003未満 αOOO3来満 0．0003未満 αOGQ3来満

α002未満 0，002未満 Q．QO2朱満 0．（〉02未満 α002牽満 0、OQ2来満

桝
手
地
露
簡
易
水
道
給
水
闘
始

　
町
蔑
体
膏
館
闘
館
・
浦
懸
像
脊
漸
開
設

松
之
由
松
墨
擶
遡
の
三
農
協
倉
耕

松
鍵
地
嬢
簡
易
水
道
給
水
闘
始

　
自
然
体
養
轡
セ
ン
タ
妻
醐
館
・
町
驚
獣

晦
艮
懇
章
翻
建

松
之
山
地
壌
簡
易
水
道
拡
張
給
水

開
始
【
三
省
地
区
ま
で
給
水
域
を
拡
張
一

　
承
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
名
設
溝
・
東
川
小

学
鮫
竣
工

湯
山
簡
易
水
道
給
水
開
始

　
潟
本
で
霧
崩
発
盗
2
餐
死
t
。
6
月
に

降
ヒ
灘
ウ
に
よ
る
農
作
物
の
大
被
蜜
発
生

松
之
山
地
区
簡
易
水
道
給
水
㈱
始

門
松
之
由
大
地
す
べ
り
発
竺
に
よ
る
緊

　
急
工
事
】

　
町
に
地
す
べ
り
対
策
本
部
設
灘
．
漉
税

～
湯
奉
間
無
警
化

湯
本
簡
易
水
道
給
水
開
始

【
薬
節
堂
脇
に
浄
水
施
設
を
建
設
｝

　
驚
で
籾
め
て
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
購
入
．

松
之
由
小
学
校
町
内
初
の
完
全
給
食
婿
ま

る

　
町
で
は
皆
様
蕪
緩
全
で
き
れ
い
な
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
、
雛
設
の
整
備
や
響
理
な
ど
に
日
々

検
糞
萄
璽
要
麟
諜
締
驚
鍵
つ
で
す
。
今
囲
は
年
に
　

纂
施
薯
精
嫡
樋
霧
結
暑
各
施
設
ご
と
に
公

表
じ
ま
す
。
こ
繊
精
憲
検
奮
で
は
ご
覧
の
よ
う
な
蟹

項
目
に
渡
る
検
糞
縫
講
っ
て
い
ま
す
が
、
袈
中
の
醤

魯
て
あ
る
部
姦
灘
欝
つ
い
て
は
、
定
例
検

査
と
し
て
錘
月
実
施
礒
驚
．
騰
ま
す
、
こ
れ
ら
は
皆
様

が
ふ
だ
ん
ご
家
庭
で
綾
っ
て
い
る
水
遂
水
を
検
蛮
す

る
も
の
で
、
蛇
環
か
ら
直
接
採
取
し
た
も
の
を
検
奮

機
関
に
運
ん
で
検
奮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
各
施
設
の
水
源
か
ら
採
取
し
た
水
の
検
糞
（
源

水
検
査
と
い
い
ま
す
）
も
、
表
中
の
姐
項
目
に
つ
い

て
年
一
圃
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
検
萱
項
目
ご
と
の
説
明
は
省
略
し
ま
す
が
、
い
づ

れ
の
数
値
を
見
て
も
問
題
点
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安

心
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

氷進事業鑓闘霧愚
雛憲難藷お闘雛金
わ慰き魏疑《

役場建設企業課⑫階》

水道係まで
燈6－2窪62（直通〉

町
の
水
道
事
業
の
歩
み

　
町
の
水
道
事
業
は
昭
秘
三
十
闘
年
の

湯
本
簡
易
水
道
か
ら
始
ま
り
、
現
窪
十

一
の
施
設
か
ら
皆
様
の
ご
家
庭
に
繍
水

し
て
い
ま
す
。
今
園
は
時
の
水
道
事
業

の
歩
み
を
、
各
施
設
の
給
水
開
始
年
月

と
、
そ
の
年
の
町
の
出
来
事
を
少
し
添

え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

I
o
り
o
o
①
1

8

9
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正月餅つき大会
　吹雪混じりのあいにくの天候で、主催者側は大心

配でしたが、行列ができる程たくさんのお客さんが

集まってくださいました．縁起物のモチをいただい

た方、今年はいいことありますよ。

姦
祥
馨
遷
撫
簸

灘

嚇轡舘櫛禦融簿妙爵静轡祭魯暴破塗麟鱒劔賠翰郵齢嫌轡命趣顔勢懐瞥疇魯鶏郎鄭驚騨覇母爵験駐郵船曝ゆ無蒔

鍵鑛鐵

繋
藝

松
之
山
町
消
防
団
出
初
め
式

　
慎
例
の
消
防
鵡
初
め
式
が
、
ま
さ
に

天
じ
ょ
こ
か
ら
ま
け
る
よ
う
に
降
り
し

き
る
雪
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
き
び

き
び
と
し
た
動
作
の
中
に
、
滴
防
懸
員

と
し
て
の
自
覚
と
自
鱈
が
伝
わ
っ
て
く

る
出
初
め
式
で
し
た
。

癒魯健榔騰碑癖整櫓韓睡簿命癖静鄭邸鱒嘩梯趣爵唖郵豹鰻爵臆櫓縢肪鎌群曝斜魯銀邸箒轡溝顛鄭藤姿鎌魯疇鰻爵黛野部郵曾賭鞭驚繕宙趣傍簿藤膨響熱融聯鄭鞍灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　踏

難灘

欝
獲
懇

越
後
の
裏
町
ご
磯
げ

　
ち
ょ
う
ど
寒
波
が
訪
れ
、
会
場
は
薦
費
か
ら
降
り
積
も
っ
た
フ
カ
フ
カ
の
雪
が
た
っ

ぶ
り
。
絶
好
の
条
件
の
中
で
麺
ぎ
贔
さ
れ
た
の
は
、
地
冗
千
歳
の
柳
政
道
・
明
代
ご
夫

婦
と
公
募
で
横
浜
か
ら
や
つ
て
き
た
蕩
羅
勇
次
・
潤
子
ご
夫
婦
の
2
綴
。
御
神
瀟
で
す

っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
若
い
衆
か
ら
、
3
0
0
人
の
観
客
と
愛
妻
の
待
つ
ガ
ケ
下
め
が

け
て
か
け
声
も
ろ
と
も
見
事
に
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地元の柳政道さん

蕩羅さんは繭回の大地の芸徳祭が
取り持つ縁でのご結婚だそうでず。

薄
購
鄭
趣
軸
蟄
薄
塗
櫛
瑠
嵩
療
奪
輯
魯
勝
櫓
酵
鯉
砂
轡
麟
弗
趣
藤
魯
静
彊
榔
塗
麟
　
嬢
碑
窃
　
櫛
鄭
喚
繋
簿
藤
奪
薄
番
傷
趣
傑
綾

麗
灘
難
織
灘
難
嚢
鎌
鎌
欝
紹

松
之
山
町
書
き
初
め
展
覧
会
開
催

　
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
て

yo

貌　　難 み
｛
鶴

　
　
番
溝
韓
癖

　
　
国
犬
会
ヘ
ハ
◎
選
季
出
場
だ
盟

　
　
　
ス
キ
…
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
の
中
、
う
れ
し
い
簿
ら
せ
が
舞

　
　
い
込
み
ま
し
た
．
松
蕩
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
鐵
場
決
定
、
さ

ら
に
松
中
か
ら
は
ク
滋
ス
カ
ン
ト
リ
！
2
名
建
続
き
、
ア
ル
ペ
ン
で

も
3
名
が
全
醗
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
、
計
6

選
手
が
全
園
大
会
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
叢
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
中

の
6
名
は
爾
期
的
な
こ
と
。
各
選
手
の
ご
健
糊
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
雛
全
團
高
等
掌
校
ス
キ
…
大
会

　
　
平
成
お
鐸
2
月
3
欝
か
ら
7
蜜
蒙
懸
．
酸
阜
察
で
開
催

　
嬢
全
園
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
平
成
箔
隼
2
月
4
欝
か
ら
7
β
ま
で
・
．
鐵
形
漿
で
醐
催

壷
女
羅

　　　　　　　　　　　2校2掌的会中はしシ《辞纏小掌生女子A　　　　l2佐藤麟谷松婁（5〉
　　　　　　　　　　　月ス月校なに学クた11躍嚢徽民名　学校鱗122騰7松里（4〉
　　　難鰯　　、i、．、、4キ3スこ挑校ガズヘ13盤融勲劉23粒蠕紀細（5〉

闘『鵜纏1繋16灘妻ll燕灘萎liii
安塚篤校松之由分校、隼　呈曝鎌襯選講購蹴鵡饗奨馨翻

麟麟紅緯麟鋸季i羅1萎1妻ll灘ll繍
　　　　　　　　　　　藁藁紮馨韓出1躍男薯松之出…1罐崖離籍塁

鋼灘擁剛一　弱露靱鶴蹴場1購辮雛之器騨嚢嫌之鋼
　㎞クラシヵル催讐妻寿騰葉轡騨螺薫響翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　。中6でさ舞　　　 鼎書7高橋竃一松塁（4〉　6高橋玲子松婁（6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誕18相沢　毒松之甑4）27樋Ω芳憲松之賦6）

　　　　　　　　辮葦聾ユ盤　鰯1曝1難1翌慧灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　努　　嘉中学生男弓茜　　　　　　　　　　　　　馨4　村山　　鋒…貴　 松之山（5〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞　6　高橋　建悟　松之山（2）　裕　毅楽　良子　松之由く5〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　9　相沢　朋簸　松之山G〉　沿　由岸　彩美　松之由（5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　招　高橋　　違　松之山（1）　27　久保照理藁　浦　鐵〈5〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞　鷺薦校・成隼女挙　　　　　　　35　繭雲　美穂　浦　韻（4〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憾簾樋q知香子松葛（2〉39小趣虫案松之由（4〉
　　騨　雛驚　　　　　1騰黙申松高，，、蹴蕩、譲掌鍔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　興鶯成鐸勇子廓部　　　　　2丸由一仁松之山（2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　　3／雛全中畠場を町長に報密する選手達　　郵　　松之山エントリ…なし　　　”　憲賀　、想　松之由（り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礁　■成無勢挙2部　　　　　　　　　聾3．0㎞クラソカル中掌生女子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謬　松之臆ン柳磁し　　3佐藤　翠松之鰍2）
　　　　　　　　　　　灘漁織勤　　　　　　　　・職鰯禰部　　　5融鰻松之山（2〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　松；之山工ントリーなし　　　　7　竹内　i翼咲　松之山（謹〉
　男子璽転・大團転　　　　　男子園転　　　　　　女子璽転　　　　毒　　　　　　　　　　　灘サレ＿輔雛勇子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辞　　　　　　　　　　　　　　　　松之出・松代混成チームで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇　　　　　　　　　　　　　　　　　　オープン参籏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．灘　　　覆灘懸　　　、，．、　嚢棚勲黙懸饗客瀦生鑑9

　　　　　　　　　　　灘靴　　　灘　　曙鑛塚澄離之鯛拡麩翻1懸1
　　顯　齪　　　　，．興1　　　、奪　躍　誕33ノ購大起松之山（6）茎ア浦剛・競ぜ3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯39爾雲測幸松之山（6）　擦リレー小掌生女亭
　　松之霞中学校2寧　　　　　　　　松之肉中学校2年　　　　　　　松之鐵中学校璽葎　　　　鱗　40　椙沢　幸彦　松之山（6〉　｝0　松之山小　26’4ブ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋範行さん　　　　　　滝沢瓢史さん　　　　　高橋亜季さん　　　翻43戸邊二拡松之出（6）　崖4浦鎖・1、28’25”9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐碍換啓爵韓瀞無贈藤憩轍痴餌踏溝憩婚興瞥御嫌邸亀爵麟斜魯瀞婦鰹嵜幽瀞鶴馳輯瀞豊群射酵歯毒踏騒櫛遜靭無碓換藻鄭毎難輿暗寮蕨魯顔勝暮酌母静纂部魯薄誉奪審

灘
灘
灘
豫
謎
糊
事
⑳
田
爾
）

都
会
っ
子
の
雪
国
体
験
学
習

　
塘
玉
県
茄
須
撫
の
大
桑
小
学
校
4

年
生
1
3
0
人
が
、
雪
の
松
之
山
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
初
目
は
ス
キ
…

場
で
そ
り
遊
び
や
カ
ン
ジ
キ
体
験
、
ボ

ン
ボ
焼
き
見
学
な
ど
を
、
そ
し
て
二

臼
目
は
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
雪
騨
の

蒼
話
を
聞
い
た
り
、
外
で
除
露
機
械

の
見
学
や
璽
上
箪
の
体
験
乗
車
と
忙

し
い
ス
ケ
ジ
ュ
…
ル
で
し
た
が
、
｝
藤

の
雪
の
盤
界
を
十
分
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

雛

吉損さんからボウシを着せ
もらいながら讐謡を闘くa一タリ除雪卑のパワーに圧倒
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し
、
計
6

選
手
が
全
園
大
会
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
叢
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
中

の
6
名
は
爾
期
的
な
こ
と
。
各
選
手
の
ご
健
糊
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
雛
全
團
高
等
掌
校
ス
キ
…
大
会

　
　
平
成
お
鐸
2
月
3
欝
か
ら
7
蜜
蒙
懸
．
酸
阜
察
で
開
催

　
嬢
全
園
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
平
成
箔
隼
2
月
4
欝
か
ら
7
β
ま
で
・
．
鐵
形
漿
で
醐
催

壷
女
羅

　　　　　　　　　　　2校2掌的会中はしシ《辞纏小掌生女子A　　　　l2佐藤麟谷松婁（5〉
　　　　　　　　　　　月ス月校なに学クた11躍嚢徽民名　学校鱗122騰7松里（4〉
　　　難鰯　　、i、．、、4キ3スこ挑校ガズヘ13盤融勲劉23粒蠕紀細（5〉

闘『鵜纏1繋16灘妻ll燕灘萎liii
安塚篤校松之由分校、隼　呈曝鎌襯選講購蹴鵡饗奨馨翻

麟麟紅緯麟鋸季i羅1萎1妻ll灘ll繍
　　　　　　　　　　　藁藁紮馨韓出1躍男薯松之出…1罐崖離籍塁

鋼灘擁剛一　弱露靱鶴蹴場1購辮雛之器騨嚢嫌之鋼
　㎞クラシヵル催讐妻寿騰葉轡騨螺薫響翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　。中6でさ舞　　　 鼎書7高橋竃一松塁（4〉　6高橋玲子松婁（6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誕18相沢　毒松之甑4）27樋Ω芳憲松之賦6）

　　　　　　　　辮葦聾ユ盤　鰯1曝1難1翌慧灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　努　　嘉中学生男弓茜　　　　　　　　　　　　　馨4　村山　　鋒…貴　 松之山（5〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞　6　高橋　建悟　松之山（2）　裕　毅楽　良子　松之由く5〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　9　相沢　朋簸　松之山G〉　沿　由岸　彩美　松之由（5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　招　高橋　　違　松之山（1）　27　久保照理藁　浦　鐵〈5〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞　鷺薦校・成隼女挙　　　　　　　35　繭雲　美穂　浦　韻（4〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憾簾樋q知香子松葛（2〉39小趣虫案松之由（4〉
　　騨　雛驚　　　　　1騰黙申松高，，、蹴蕩、譲掌鍔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　興鶯成鐸勇子廓部　　　　　2丸由一仁松之山（2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　　3／雛全中畠場を町長に報密する選手達　　郵　　松之山エントリ…なし　　　”　憲賀　、想　松之由（り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礁　■成無勢挙2部　　　　　　　　　聾3．0㎞クラソカル中掌生女子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謬　松之臆ン柳磁し　　3佐藤　翠松之鰍2）
　　　　　　　　　　　灘漁織勤　　　　　　　　・職鰯禰部　　　5融鰻松之山（2〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　松；之山工ントリーなし　　　　7　竹内　i翼咲　松之山（謹〉
　男子璽転・大團転　　　　　男子園転　　　　　　女子璽転　　　　毒　　　　　　　　　　　灘サレ＿輔雛勇子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辞　　　　　　　　　　　　　　　　松之出・松代混成チームで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇　　　　　　　　　　　　　　　　　　オープン参籏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．灘　　　覆灘懸　　　、，．、　嚢棚勲黙懸饗客瀦生鑑9

　　　　　　　　　　　灘靴　　　灘　　曙鑛塚澄離之鯛拡麩翻1懸1
　　顯　齪　　　　，．興1　　　、奪　躍　誕33ノ購大起松之山（6）茎ア浦剛・競ぜ3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯39爾雲測幸松之山（6）　擦リレー小掌生女亭
　　松之霞中学校2寧　　　　　　　　松之肉中学校2年　　　　　　　松之鐵中学校璽葎　　　　鱗　40　椙沢　幸彦　松之山（6〉　｝0　松之山小　26’4ブ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋範行さん　　　　　　滝沢瓢史さん　　　　　高橋亜季さん　　　翻43戸邊二拡松之出（6）　崖4浦鎖・1、28’25”9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐碍換啓爵韓瀞無贈藤憩轍痴餌踏溝憩婚興瞥御嫌邸亀爵麟斜魯瀞婦鰹嵜幽瀞鶴馳輯瀞豊群射酵歯毒踏騒櫛遜靭無碓換藻鄭毎難輿暗寮蕨魯顔勝暮酌母静纂部魯薄誉奪審

灘
灘
灘
豫
謎
糊
事
⑳
田
爾
）

都
会
っ
子
の
雪
国
体
験
学
習

　
塘
玉
県
茄
須
撫
の
大
桑
小
学
校
4

年
生
1
3
0
人
が
、
雪
の
松
之
山
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
初
目
は
ス
キ
…

場
で
そ
り
遊
び
や
カ
ン
ジ
キ
体
験
、
ボ

ン
ボ
焼
き
見
学
な
ど
を
、
そ
し
て
二

臼
目
は
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
雪
騨
の

蒼
話
を
聞
い
た
り
、
外
で
除
露
機
械

の
見
学
や
璽
上
箪
の
体
験
乗
車
と
忙

し
い
ス
ケ
ジ
ュ
…
ル
で
し
た
が
、
｝
藤

の
雪
の
盤
界
を
十
分
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

雛

吉損さんからボウシを着せ
もらいながら讐謡を闘くa一タリ除雪卑のパワーに圧倒

”



1
の
o
o
①
1

受
験
関
係
郵
便
物
の

差
鞍
出
し
に
つ
騒
て

の
お
願
糖

　
入
学
願
書
等
を
内
容
と
し
た
郵

便
物
を
差
し
鐵
さ
れ
る
お
客
様
は
、

畿
瀬
締
め
切
り
8
等
の
期
限
ま
で

に
到
蕎
し
ま
す
よ
う
余
総
を
持
っ

て
お
出
し
下
さ
い
．

　
な
お
、
降
雪
等
に
よ
り
郵
便
物

の
醜
達
が
多
少
遅
れ
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
余

裕
が
な
い
場
合
に
は
、
窓
口
撞
当

者
に
配
達
ま
で
の
8
数
を
確
認
の

上
差
し
患
さ
れ
ま
す
よ
う
併
せ
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
松
之
山
鄭
便
周

勲

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

好
き
な
人
、
集
ま
れ
鯉

　
東
北
電
力
新
潟
女
子
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
の
選
手
と
の
ふ
れ
あ
い
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が
麗
催
さ
れ
ま

す
。
濤
本
ト
ヅ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手

と
、
シ
ャ
ト
ル
で
さ
わ
や
か
な
ふ

れ
あ
い
を
。

（
見
学
は
霞
窃
に
で
き
ま
す
．
）

日
時
　
3
月
2
田
（
類
〉

　
　
午
餉
9
時
～
午
後
3
時
ま
で

会
場
　
十
総
町
総
合
体
育
館

料
金
無
料

締
め
切
り
　
2
月
雛
自
（
金
）

問
い
禽
わ
せ
・
串
し
込
み

　
十
臼
町
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　
事
務
蜀
飯
塚
璽
｝
ま
で

　
費
0
2
5
7
5
8
ゑ
6
6
2

　腐齢煮とその家族のそろず櫓談新潟県蕎齢嵩

総合相談センターでは、お年寄りやその家族の

方々が抱える悩み事や心齪事の橿談を無料でお

受けしています。お気軽に1どうぞ。

　　㊤毎遍月曜から金曜

　　¢午繭9鋳から午；後5時…まで

　　●相喬炎電雲義番得025－285－4肇65

　　　（新潟市ユニゾンプラザ内〉

郷
土
就
職
希
望
者

ゼ
ミ
ナ
舞
ル
の
關
催

　
来
春
、
大
学
・
篶
大
・
専
門
学
校

等
を
卒
業
し
、
上
越
地
域
の
企
業

に
就
職
を
希
望
す
る
学
盤
の
皆
様

を
対
象
と
し
た
就
職
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
、
2
部
捌
に
よ
り
醐
催
し
ま
す
。

地
元
優
良
企
業
が
多
数
参
触
予
定

（
昨
年
は
2
6
社
）
．
参
撫
ご
肴
望
の

方
は
「
参
癩
ご
案
内
パ
ン
フ
恥
を
お

送
り
致
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
売
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

段
時
　
平
成
欝
年
4
月
2
4
8
（
木
〉

　
第
－
部
　
欝
時
30
分
～
拓
時
o
o
分

　
（
大
学
・
大
学
院
卒
対
象
）

　
第
2
部
　
1
5
購
3
0
分
～
π
時
o
o
分

　
（
窺
大
・
専
修
卒
対
象
）

会
場
や
す
ね

　
　
　
（
上
越
市
仲
町
2
－
2
－
3
）

澗
い
合
わ
せ
　
上
越
簡
工
会
議
漸

　
総
務
謙

　
費
0
2
5
－
5
2
5
－
三
1
8
5

棄
頸
城
郡
選
師
会

休
日
当
番
墜
の
お
知
鰯
せ

　
ご
利
鰐
の
際
は
、
電
話
で
ご

確
認
の
上
お
出
か
け
下
さ
い
。

2
月
2
3
β
倉
）

　
県
立
松
代
病
院
　
麿
7
－
2
1
0
0

3
薄
総
臼
く
段
）

　
松
之
由
診
療
所
　
鷹
6
－
2
2
4
0

磁

　
n
月
i
黛
の
ミ
ゾ
レ
ま
じ
り
の
小
雨
が
降
り
し
き
る
午
後
、
ε

ッ
…
…
ヒ
ッ
…
こ
と
い
う
小
鳥
の
声
が
裏
庭
か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
が
今
冬
も
ま
た
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
冬
鳥
で
、
ス
ズ
メ
く
ら
い
の
大
き
さ
。
先
に
や

っ
て
く
る
の
は
メ
ス
で
、
全
体
に
淡
い
茶
色
で
屡
が
燈
色
、
翼
に

融
い
斑
点
が
あ
り
ま
す
。
か
わ
い
い
小
鳥
な
の
で
す
が
け
っ
こ
う

気
が
競
く
、
後
か
ら
や
っ
て
く
る
オ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ス
も
な

わ
ば
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
争
う
の
が
よ
く

観
察
さ
れ
ま
す
。
駐
車
中
の
毒
の
ミ
ラ
ー
に
映
っ
て
い
る
膚
分
の

姿
に
、
さ
か
ん
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
る
様
子
を
目
撃
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
と

ば
か
り
に
後
か
ら
や
っ
て
く
る
オ
ス

は
、
頭
は
灰
色
で
喉
は
黒
、
腹
部
は
濃

い
燈
色
で
な
か
な
か
の
男
前
で
す
。
こ

れ
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
メ
…
ク
に
聴

間
が
か
か
り
、
遅
れ
て
し
ま
う
の
も
無

理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裏
庭
に
到
藩
し
た

の
は
慧
月
H
臼
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
翫
辺
　
洋
一
）

繊
2
月
の
探
鳥
会

▼
鼠
時
　
2
月
2
2
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
萌
9
隣
～
n
時
3
0
分
ま
で

　
▼
場
　
斯
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
山
（
美
入
林
駐
康
場
集
合
）

　
▼
身
支
度
　
防
寒
養
と
カ
ン
ジ
キ
。
さ
ら
に
双
眼
鏡
が
あ
れ

　
　
　
　
　
ば
便
利
で
す
。

12

舞鵜県．1麟齢脅r末、挙
挙、集、募纂、申ll

　弱るい未来に両かって、魯々なことに興腺を持ち、憲

欲的に参撫してみませんか1

轡3つの講座を驚憲
①教養講座（2鐸翻〉6月～10月　2ケ奪で廼べ29鷺
　健康・生きがい・仲闘づくりを中心に、地域橿祉括

　動への積極的な参舶方法について学習する。

　②福祉ボランティア講慶　6月～9月　10欝間
　幅祉ボランティアの活動について編広く学習する．

　③パソコン講慶　7月～8月　10日隅
　　はがきや案内馨などの作成方法、インター一ネット

　体験まで学翌する。
磯受講会場は上越霧内

轡資格は、地域活動に関心のある概ね60歳以上の方

轡串し込みの期限は4月憾βまで。

轡串し込み閥い含わせは

　町縫会橿祉協議会（保健センター一内〉

　歪監6－3705まで

麟懸

交通災害葉済は、県内U蹄町村で
運営する助け合いの制度です。

　
こ
の
翻
度
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
被
災
奢
を

住
驚
岡
士
の
動
け
倉
い
で
穣
互
救
済
す
る
た
め

に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
営
利
事
薬
で
は
な
く
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
嫉
ど
な
た
で
も
撫
入
で
き
ま
す
。
鶏
葎
度

の
串
し
込
み
案
内
を
近
β
串
に
各
ご
家
庭
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
す
す
ん
で
ご
簾
入
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
老
齢
基
礎
年
金
は
6
5
歳
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
が
、
本
入
の
希

望
に
よ
り
6
0
歳
か
ら
邸
歳
ま
で
の

問
に
繰
り
上
げ
て
支
給
を
講
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

請
衆
の
瞭
は
次
の
点
に
濫
意
し
ま

し
ょ
う
．

①
講
求
し
た
時
期
に
応
じ
た
滅
額

率
に
よ
り
奪
金
額
は
減
額
さ
れ
（
付

撫
奪
金
も
岡
様
）
、
生
涯
こ
の
滅
額

率
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
遣
族
摩
盤
（
共
済
）
年
金
を
受

け
る
権
利
が
発
生
し
て
も
、
邸
歳

ま
で
は
老
齢
基
礎
奪
金
と
遺
族
厚

盤
（
共
済
）
年
金
の
い
づ
れ
か
｝

方
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
寡
婦
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

④
障
霧
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
・
。

　
｝
度
講
求
す
る
と
取
り
淵
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
よ
く
考
え
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

纏
役
場
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

　
総
務
諜
住
艮
係
　
由
岸
ま
で

　
　
　
　
傷
鱒
曼

　
　
　
◎

一以溝災i気癒の鞭禁榛鞭蹴蒸塗繊麟i齢一叢癒叢麹

戴擦多隔驚i漆．最i遮罪饗撫叢繊灘一輝灘黛礒癒瀬

叢蕊聡が塞繭の灘螺鍛撚蓼驚一穫場溝瀬拳⑬懇菱i懸

　　　　　　　懸練翼溝癒懸叢麟。縫遷禁醗⑬鍍

　　　　　　　羅蕎獄寒聯欝饗漆灘懸饗iの鷹購遜

　　　Oo膿灘顯獺曝⑳撫灘繊・
　　　　　　　巻雄懸鞍羅婆帰蓼懇総鍮霧。疑渡

　　o　　　璽鶏の漢覆灘叢総、鱒

　　〆ρ　　灘繭曝iぽ繋騨盤羅頴

　　　　　　　蒸樋る覆愚麟叢講勲建私ぽ叢濾温i裳

　　　　　　　鞭灘驚一繍護一度懸霧i囎懇麟叢懸濾．

　　　　　　　澱雛一懸濫駿懸灘灘鑛蕉鑛懸撚灘懇

鞭灘縢葛の懇漆溝灘疑隷繊鷺鱒驚購選綱毬諜i嚢磁

冬ぽ撚縫錨蕎の溝麟轍懸の糠懸が襟瀞繋魏鞭慧叢

慧濾．驚灘落の議鑛馨鑛鞍懸縫ぽ縫蕉惣懸燈懇漆。

　　　　　　　絵惣幽磁撫竃が鎌臨菱癒事縫鍛

　　　　　　鱒懇顯熱義叢珍謎。驚懸一悉i多鱗

　　　　　　翻溝擬懸磯ぽ雲1錨雛聡蕎質闘灘薄騨．

　　　　　雛灘醸獺獣讐擦隣i珍

譲叢輝繊麹i爾灘翻毬謙滋確隆瞬叢

慧滋。松轟蓬薩1灘姦諜週建…3～霧鶏隆

の驚籔鐙滋総珍膨誌麟灘嫁藩響　　　　燃

饗ぽ多護隆灘鷺懸灘載麟懸の後一　　　〇　、

塗潟く鯵鵬隆疹嶽蘇購懸訪鞍談鱗　　　o

　松灘幽懸ぽ饗獲ぽ温i慕畿ス驚一

渇駄戴饗移激溺、潔灘蒙耀翻ぽぽ　〆

蕊滋総灘地癒の灘鑑驚一・ぽあ叢珍

戴気懇お珍叢慧溺。饗i雄癒る叢驚蕉慧滋の炎ぽあ

叢嬢鶴賦齪漆戦讃慧鶏。暴繊驚鯵ぽi霧鞭懸璽磁乗

の懸珍雲総難雛蟹難》懇楽群み叢綾．蜜調⑬鑑購
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1
の
o
o
①
1

受
験
関
係
郵
便
物
の

差
鞍
出
し
に
つ
騒
て

の
お
願
糖

　
入
学
願
書
等
を
内
容
と
し
た
郵

便
物
を
差
し
鐵
さ
れ
る
お
客
様
は
、

畿
瀬
締
め
切
り
8
等
の
期
限
ま
で

に
到
蕎
し
ま
す
よ
う
余
総
を
持
っ

て
お
出
し
下
さ
い
．

　
な
お
、
降
雪
等
に
よ
り
郵
便
物

の
醜
達
が
多
少
遅
れ
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
余

裕
が
な
い
場
合
に
は
、
窓
口
撞
当

者
に
配
達
ま
で
の
8
数
を
確
認
の

上
差
し
患
さ
れ
ま
す
よ
う
併
せ
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
松
之
山
鄭
便
周

勲

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

好
き
な
人
、
集
ま
れ
鯉

　
東
北
電
力
新
潟
女
子
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
の
選
手
と
の
ふ
れ
あ
い
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が
麗
催
さ
れ
ま

す
。
濤
本
ト
ヅ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手

と
、
シ
ャ
ト
ル
で
さ
わ
や
か
な
ふ

れ
あ
い
を
。

（
見
学
は
霞
窃
に
で
き
ま
す
．
）

日
時
　
3
月
2
田
（
類
〉

　
　
午
餉
9
時
～
午
後
3
時
ま
で

会
場
　
十
総
町
総
合
体
育
館

料
金
無
料

締
め
切
り
　
2
月
雛
自
（
金
）

問
い
禽
わ
せ
・
串
し
込
み

　
十
臼
町
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　
事
務
蜀
飯
塚
璽
｝
ま
で

　
費
0
2
5
7
5
8
ゑ
6
6
2

　腐齢煮とその家族のそろず櫓談新潟県蕎齢嵩

総合相談センターでは、お年寄りやその家族の

方々が抱える悩み事や心齪事の橿談を無料でお

受けしています。お気軽に1どうぞ。

　　㊤毎遍月曜から金曜

　　¢午繭9鋳から午；後5時…まで

　　●相喬炎電雲義番得025－285－4肇65

　　　（新潟市ユニゾンプラザ内〉

郷
土
就
職
希
望
者

ゼ
ミ
ナ
舞
ル
の
關
催

　
来
春
、
大
学
・
篶
大
・
専
門
学
校

等
を
卒
業
し
、
上
越
地
域
の
企
業

に
就
職
を
希
望
す
る
学
盤
の
皆
様

を
対
象
と
し
た
就
職
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
、
2
部
捌
に
よ
り
醐
催
し
ま
す
。

地
元
優
良
企
業
が
多
数
参
触
予
定

（
昨
年
は
2
6
社
）
．
参
撫
ご
肴
望
の

方
は
「
参
癩
ご
案
内
パ
ン
フ
恥
を
お

送
り
致
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
売
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

段
時
　
平
成
欝
年
4
月
2
4
8
（
木
〉

　
第
－
部
　
欝
時
30
分
～
拓
時
o
o
分

　
（
大
学
・
大
学
院
卒
対
象
）

　
第
2
部
　
1
5
購
3
0
分
～
π
時
o
o
分

　
（
窺
大
・
専
修
卒
対
象
）

会
場
や
す
ね

　
　
　
（
上
越
市
仲
町
2
－
2
－
3
）

澗
い
合
わ
せ
　
上
越
簡
工
会
議
漸

　
総
務
謙

　
費
0
2
5
－
5
2
5
－
三
1
8
5

棄
頸
城
郡
選
師
会

休
日
当
番
墜
の
お
知
鰯
せ

　
ご
利
鰐
の
際
は
、
電
話
で
ご

確
認
の
上
お
出
か
け
下
さ
い
。

2
月
2
3
β
倉
）

　
県
立
松
代
病
院
　
麿
7
－
2
1
0
0

3
薄
総
臼
く
段
）

　
松
之
由
診
療
所
　
鷹
6
－
2
2
4
0

磁

　
n
月
i
黛
の
ミ
ゾ
レ
ま
じ
り
の
小
雨
が
降
り
し
き
る
午
後
、
ε

ッ
…
…
ヒ
ッ
…
こ
と
い
う
小
鳥
の
声
が
裏
庭
か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
が
今
冬
も
ま
た
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
冬
鳥
で
、
ス
ズ
メ
く
ら
い
の
大
き
さ
。
先
に
や

っ
て
く
る
の
は
メ
ス
で
、
全
体
に
淡
い
茶
色
で
屡
が
燈
色
、
翼
に

融
い
斑
点
が
あ
り
ま
す
。
か
わ
い
い
小
鳥
な
の
で
す
が
け
っ
こ
う

気
が
競
く
、
後
か
ら
や
っ
て
く
る
オ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ス
も
な

わ
ば
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
争
う
の
が
よ
く

観
察
さ
れ
ま
す
。
駐
車
中
の
毒
の
ミ
ラ
ー
に
映
っ
て
い
る
膚
分
の

姿
に
、
さ
か
ん
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
る
様
子
を
目
撃
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
と

ば
か
り
に
後
か
ら
や
っ
て
く
る
オ
ス

は
、
頭
は
灰
色
で
喉
は
黒
、
腹
部
は
濃

い
燈
色
で
な
か
な
か
の
男
前
で
す
。
こ

れ
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
メ
…
ク
に
聴

間
が
か
か
り
、
遅
れ
て
し
ま
う
の
も
無

理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裏
庭
に
到
藩
し
た

の
は
慧
月
H
臼
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
翫
辺
　
洋
一
）

繊
2
月
の
探
鳥
会

▼
鼠
時
　
2
月
2
2
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
萌
9
隣
～
n
時
3
0
分
ま
で

　
▼
場
　
斯
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
山
（
美
入
林
駐
康
場
集
合
）

　
▼
身
支
度
　
防
寒
養
と
カ
ン
ジ
キ
。
さ
ら
に
双
眼
鏡
が
あ
れ

　
　
　
　
　
ば
便
利
で
す
。

12

舞鵜県．1麟齢脅r末、挙
挙、集、募纂、申ll

　弱るい未来に両かって、魯々なことに興腺を持ち、憲

欲的に参撫してみませんか1

轡3つの講座を驚憲
①教養講座（2鐸翻〉6月～10月　2ケ奪で廼べ29鷺
　健康・生きがい・仲闘づくりを中心に、地域橿祉括

　動への積極的な参舶方法について学習する。

　②福祉ボランティア講慶　6月～9月　10欝間
　幅祉ボランティアの活動について編広く学習する．

　③パソコン講慶　7月～8月　10日隅
　　はがきや案内馨などの作成方法、インター一ネット

　体験まで学翌する。
磯受講会場は上越霧内

轡資格は、地域活動に関心のある概ね60歳以上の方

轡串し込みの期限は4月憾βまで。

轡串し込み閥い含わせは

　町縫会橿祉協議会（保健センター一内〉

　歪監6－3705まで

麟懸

交通災害葉済は、県内U蹄町村で
運営する助け合いの制度です。

　
こ
の
翻
度
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
被
災
奢
を

住
驚
岡
士
の
動
け
倉
い
で
穣
互
救
済
す
る
た
め

に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
営
利
事
薬
で
は
な
く
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
嫉
ど
な
た
で
も
撫
入
で
き
ま
す
。
鶏
葎
度

の
串
し
込
み
案
内
を
近
β
串
に
各
ご
家
庭
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
す
す
ん
で
ご
簾
入
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
老
齢
基
礎
年
金
は
6
5
歳
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
が
、
本
入
の
希

望
に
よ
り
6
0
歳
か
ら
邸
歳
ま
で
の

問
に
繰
り
上
げ
て
支
給
を
講
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

請
衆
の
瞭
は
次
の
点
に
濫
意
し
ま

し
ょ
う
．

①
講
求
し
た
時
期
に
応
じ
た
滅
額

率
に
よ
り
奪
金
額
は
減
額
さ
れ
（
付

撫
奪
金
も
岡
様
）
、
生
涯
こ
の
滅
額

率
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
遣
族
摩
盤
（
共
済
）
年
金
を
受

け
る
権
利
が
発
生
し
て
も
、
邸
歳

ま
で
は
老
齢
基
礎
奪
金
と
遺
族
厚

盤
（
共
済
）
年
金
の
い
づ
れ
か
｝

方
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
寡
婦
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

④
障
霧
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
・
。

　
｝
度
講
求
す
る
と
取
り
淵
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
よ
く
考
え
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

纏
役
場
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

　
総
務
諜
住
艮
係
　
由
岸
ま
で

　
　
　
　
傷
鱒
曼

　
　
　
◎

一以溝災i気癒の鞭禁榛鞭蹴蒸塗繊麟i齢一叢癒叢麹

戴擦多隔驚i漆．最i遮罪饗撫叢繊灘一輝灘黛礒癒瀬

叢蕊聡が塞繭の灘螺鍛撚蓼驚一穫場溝瀬拳⑬懇菱i懸

　　　　　　　懸練翼溝癒懸叢麟。縫遷禁醗⑬鍍

　　　　　　　羅蕎獄寒聯欝饗漆灘懸饗iの鷹購遜

　　　Oo膿灘顯獺曝⑳撫灘繊・
　　　　　　　巻雄懸鞍羅婆帰蓼懇総鍮霧。疑渡

　　o　　　璽鶏の漢覆灘叢総、鱒

　　〆ρ　　灘繭曝iぽ繋騨盤羅頴

　　　　　　　蒸樋る覆愚麟叢講勲建私ぽ叢濾温i裳

　　　　　　　鞭灘驚一繍護一度懸霧i囎懇麟叢懸濾．

　　　　　　　澱雛一懸濫駿懸灘灘鑛蕉鑛懸撚灘懇

鞭灘縢葛の懇漆溝灘疑隷繊鷺鱒驚購選綱毬諜i嚢磁

冬ぽ撚縫錨蕎の溝麟轍懸の糠懸が襟瀞繋魏鞭慧叢

慧濾．驚灘落の議鑛馨鑛鞍懸縫ぽ縫蕉惣懸燈懇漆。

　　　　　　　絵惣幽磁撫竃が鎌臨菱癒事縫鍛

　　　　　　鱒懇顯熱義叢珍謎。驚懸一悉i多鱗

　　　　　　翻溝擬懸磯ぽ雲1錨雛聡蕎質闘灘薄騨．

　　　　　雛灘醸獺獣讐擦隣i珍

譲叢輝繊麹i爾灘翻毬謙滋確隆瞬叢

慧滋。松轟蓬薩1灘姦諜週建…3～霧鶏隆

の驚籔鐙滋総珍膨誌麟灘嫁藩響　　　　燃

饗ぽ多護隆灘鷺懸灘載麟懸の後一　　　〇　、

塗潟く鯵鵬隆疹嶽蘇購懸訪鞍談鱗　　　o

　松灘幽懸ぽ饗獲ぽ温i慕畿ス驚一

渇駄戴饗移激溺、潔灘蒙耀翻ぽぽ　〆

蕊滋総灘地癒の灘鑑驚一・ぽあ叢珍

戴気懇お珍叢慧溺。饗i雄癒る叢驚蕉慧滋の炎ぽあ

叢嬢鶴賦齪漆戦讃慧鶏。暴繊驚鯵ぽi霧鞭懸璽磁乗

の懸珍雲総難雛蟹難》懇楽群み叢綾．蜜調⑬鑑購
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3
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
塞
は
、
大
き

な
紙
に
た
く
さ
ん
の
絵
を
描
い
て
遊

び
ま
す
。

▼
期
日
　
3
月
捻
猿
く
水
）

▼
購
間
　
午
醜
9
時
～
午
麟
U
時

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

昆虫駕錫倫

融灘蒙欝稔き難講演金
子おも電誕獺談薄魏疹醗る箆墨博鑑の鎌騰稔きん〈死

多摩動物園長、税鞍饗漏蜜鍵嶽の森館餐〉が、3漏4

籔（火〉にi蕪晦膨、導嗣総ある箆滋のお謡巻蔭羅聯懸だ

ける護お雄隷籔叢移蓬．琵璽の盤態漁、溢羅蜜饗の髭

璽老の調わ鯵盗蓼樋羅お譜癒膿慈鱒驚濾鞍る懸の老思

偽叢塗。掲誉驚践饗おる志賀卯髄き薦蕊の交笈談嶽謹

慈闘嫉る瀞懸鐵擬叢懸滋。羅徴が墜炎灘ま驚楽磁嚢聞

轍るお議雄懸巻1癒轡漢う。護期待欝き鱒、

鰯
㎜
蟹
獄
蕪
燃
よ
り
鰻
　

灘
第
§
0
鐵
　
　
　
　
　
　
騰
チ
ャ
レ
ン
ジ
湯
鳥
ク
ラ
ブ
　
小
さ
な
建
跡
を
探
し
て
観
察
会
も

灘
儀
越
学
童
ス
キ
ー
大
会
　
（
冬
の
動
物
た
ち
の
盗
溝
）
　
　
実
施
し
ま
駕

　
信
越
学
童
親
善
ス
キ
…
大
会
が
妙
　
　
あ
た
り
｝
面
が
輿
っ
露
に
な
っ
た
　
▼
期
臼
　
3
月
蕊
弱
（
土
）

葛
謁
療
時
で
醐
催
さ
れ
ま
す
。
松
之
　
こ
の
季
節
、
動
物
た
ち
は
ど
う
し
て
　
▼
時
闘
　
午
後
王
時
～

山
時
の
小
学
生
も
多
数
参
舶
出
場
し
　
い
る
の
か
な
？
オ
コ
ジ
ョ
の
礒
究
で
　
▼
場
所
　
休
養
轡
セ
ン
タ
ー

ま
す
。
．
こ
声
援
を
よ
ろ
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体羅村センターを闘放。囲碁教室や

ビデオ上腰、工僅コーナーなど、好き

な聴閲に臼窃にご参薙§ください．

　〉期iヨ／3月8溝（d二）

　〉時闘／午倉雛0時～午後3時

　〉会場／休養樗センター

櫓縞・刈羽の子どもたちと東頸城郡の子ども

たちが交流する「海の子出の子交流事業」が春

体み中（3月29臼～3ま田〉に闘催されます。こ

の事業は昨葎度から始まった事業で、眸葎度は

櫓嬌毒を串心とする海での活動を行い、交流を

深めました。そして、今年は甕松之山町での雪

の中での括動となります．

すでに参加奢の募集は　　　　　繋慨1臥。
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樋ロ　イシさん69歳
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ち陰み逡氷梨部騒懸賦璽樵横綱が誕鰹も1、舞譲癒寵穣入η癒蝿

鷺懇く職寂し鳶。1県恥もの饗もう2澱、罐叢、進掌の馨簸が

錨頴萎嚢豪瞬青ゆ騰瀦巻引がな恥よう餓を醤け業し次う亭　く轡轟）

町の癌祉事業にと寄付をいただきました。ありがとうございました。

　　　◇12月24臼　匿名様　金2万円

…
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